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○ 新たな研究開発システム

の構築

・ 研究者等の養成・確保と

研究開発システムの整備

・ 多元的な研究資金の拡充

（競争的資金、重点的資金、

基盤的資金）

・ 国際的な交流等の促進

・ 地域科学技術の振興

○ 望ましい研究開発基盤の

実現

○ 科学技術に関する学習の
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○ 科学技術の戦略的重点化
・ 基礎研究の推進
・ 重点４分野及び推進４分野の
設定（第２、３期）（下図 ）

（戦略重点科学技術（第３期））

○ 科学技術システム改革
・ 人材の育成・確保・活躍促進
・ 競争的資金倍増（第２期）
・ 大学の競争力強化
・ 産学官連携・地域科学技術
・ 科学技術振興の基盤強化
・ 国際活動の戦略的推進 等
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・ 独創的研究の発展に向けた制度改革
・ 大学等の教育研究力の強化

○ 課題対応の研究開発推進
・ 重要課題の設定（下図 ）
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資料：平成18年版科学技術白書
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出典：科学技術政策研究所「科学研究のﾍﾞﾝﾁﾏｰｷﾝｸﾞ２０１１」 3



出典：科学技術政策研究所「科学研究のﾍﾞﾝﾁﾏｰｷﾝｸﾞ２０１１」
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１．戦略目標名

２．達成目標

３．将来実現しうる重要課題の達成ビジョン

４．具体的内容

５．政策上の位置付け

６．他の関連施策との連携及び役割分担・
政策効果の違い

７．科学的裏付け

８．検討の経緯

９．留意点

１．戦略目標名

２．具体的内容

３．政策上の位置付け

４．本研究事業の位置付け、他の関連施策と
の切り分け、政策効果の違い

５．将来実現しうる成果等のイメージ

６．科学的裏付け

７．留意点

内容の抽出・具体化

内容の充実・明確化

連携に関する内容の追加

第4期科学技術基本計画に対応した戦略目標の構成について

第3期までの戦略目標の構成 第４期に対応した戦略目標の構成
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渋滞メカニズムの解明と解消
数学モデルにより、渋滞発生メカニズムを解明し、渋滞

発生の鍵を握っている要因（車間距離、速度等）を適切に
コントロールすることによる渋滞解消法を提唱して、高速
道路での実証実験によりその有用性を証明。羽田空港
国際線貨物ターミナル設計（検査貨物の渋滞を抑制する
ような設計）にも貢献。

製鉄高炉操業における最適化

数学・数理科学と諸科学・産業との協働による研究・成果例

現象のメカニズムの数理モデル化によ
り結果から原因を推定する「逆問題」とい
う数学的手法を利用して、製鉄高炉にお
ける温度変化を数理モデル化した。
これにより、高炉の底の煉瓦に埋設さ

れた2つの温度計の温度差データから、
高炉内の温度変化を高精度に推測でき
るようになり、高炉の制御の効率化によ
る生産量upとコスト削減、異常状態の予
兆の検出、CO2排出量の削減、高炉の寿
命延長にも貢献している。

複雑な現象のメカニズムを数学で記述複雑な現象のメカニズムを数学で記述

新材料の探索・創成

離散幾何学の知見を用
いて、第３の炭素結晶（K4
格子）の存在を予想する
など、これまでの新材料
開発における固定観念を
打ち破る新たな発想によ
る新材料の開発が始まっ
ている。

CGによる可視化と数学

レンダリング方程式と呼
ばれる積分方程式をリア
ルタイムで解く手法で生
成された架空の顔。 多
層構造を持つ皮膚を、リ
アルかつ効率的に表現す
るために、モンテカルロ法
を応用した数理モデルを
利用している。

【引用：Zaragoza大学、Guitierrez教授】

数学から新しい視点を提供数学から新しい視点を提供 数学を直接活用した豊かな表現数学を直接活用した豊かな表現
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